
第７期介護保険事業計画「取組と目標」に対する自己評価シート（令和元年度）

※「介護保険事業（支援）計画の進捗管理の手引き（平成３０年７月３０日厚生労働省老健局介護保険計画課）」の自己評価シートをもとに作成

区分 現状と課題 第７期における具体的な取組
目標

（事業内容、指標等）
実施内容 自己評価 課題と対応策

ふじみ野市 ②給付適正化

認定者数が増加し、給付費も増加してい
る。特に在宅サービスと居住系サービス
が大きな増加を示している。
このためケアプラン点検等により、介護
給付の適正化に努める必要がある。

〇ケアプラン点検の実施
ケアプラン点検の実施回数
　　　　　　　　　  （H３０）（R０１）（R０２)
実施事業所数　　　６　　 　６　　　 ６

ケアプラン点検実施事業所数：６箇所 ○

計画値６か所に対し点検事業所数は７か所の予定であったもの
の、６か所の点検となった。介護支援専門員の資質向上に資する
取組であるため、今後も引き続き点検員の確保に努め、指定の有
効期間内に1回以上のケアプラン点検を実施していく。
また、ケアプラン点検で指導した事項について、今までは指導対象
事業所に対してのみ通知等行っていたが、居宅介護支援事業所に
対する集団指導の際に一部公表することで、ケアプラン点検の結
果をより広く活用する体制を構築していく。

ふじみ野市
①自立支援・介護
予防・重度化防止

認定者数が増加しており、今後団塊の世
代が後期高齢者となることに伴い、大幅
に増加することが見込まれる。そのた
め、要介護状態となることの予防のため
に、一人ひとりの心身の状態に応じた介
護予防を推進していく必要がある。

〇ふじみんぴんしゃん体操を
軸とした介護予防事業の普及
〇介護予防サポーターの養成

①ふじみんぴんしゃん体操普及啓発事業の実
施回数
　　　　　　　　　　（Ｈ３０）（Ｒ０１）（Ｒ０２）
実施回数　　　　　　３　　　 ３　　  　３
②介護予防サポーター養成者
　　　　　　　　　　（Ｈ３０）（Ｒ０１）（Ｒ０２）
人数　　　　　　　　 ３０　　 ３０　　  ３０

ふじみんぴんしゃん体操普及啓発事業実施
回数：５回

介護予防サポーター新規要請者数：８０人
◎

令和元年度に「介護予防センター」を立ち上げたことにより、
事業実施回数が目標を大きく上回る結果となり、介護予防サ
ポーター養成人数も目標値を達成することができた。
また体操に取り組むための通いの場も少しずつではあるが
増えていものの、新たな通いの場の発掘及び体操に必要な
備品の確保が今後の大きな課題となっている。

ふじみ野市
①自立支援・介護
予防・重度化防止

本市の認定者全体に占める要介護１及び
要支援認定者の割合は、凡そ５０％程度
となっている。要介護１以下の比較的軽
度な認定者の要介護状態の軽減及び悪化
防止のために、当該認定者の在宅サービ
スを支援する居宅介護支援専門員の医
療・介護関連知識の習得等のための取組

を行う必要がある。

〇多職種研修会の開催
多職種研修会の参加者数
　　　　　（Ｈ３０）　（Ｒ０１）　（Ｒ０２）
人数　　　２６０　　 ２７０　　 ２８０

多職種間研修会の参加者数：４２３人
多職種研修会の開催人数：３回

◎

多職種研修会等の開催し、目標を大きく上回る参加者に対
し、自立支援におけるアセスメントの重要性を周知を図る研

修会を実施したところ、大変に参考になったとの声が多く聞か
れた。今後も、他の職種との意見交換や情報共有ができる場

として引き続き整備してゆくことを考えている。

ふじみ野市
①自立支援・介護
予防・重度化防止

本市の認知症高齢者自立度がⅡa以上の人
は５５％を超えており、２，３９８人い
る。（平成３１年３月末時点）
認知症を早期に発見し、適切な治療・支
援につなげるとともに、認知症の方及び
その家族を支えていく地域づくりが急務
となっている。

〇認知症初期集中支援チーム
の設置
〇オレンジカフェ（認知症カ
フェ）の開催

①認知症初期集中支援チームによる被支援者
数
　　　　　　　（Ｈ３０）　（Ｒ０１）　（Ｒ０２）
人数　　　　　１５　　　　１５　　　　１５
②オレンジカフェの協力事業所数
　　　　　　　（Ｈ３０）　（Ｒ０１）　（Ｒ０２）
事業所数　　１３　　　　１４　　　　１５

認知症初期集中支援チームによる被支援
者数：１０人
オレンジカフェの協力事業所数：９箇所

△

目標とした指数を下回る結果になった要因として、認知症初
期集中支援チームで支援したケースの一定期間のモニタリン
グが実施できなかったことが考えられることから、今後は支援
のルールや地域包括支援センターとの役割分担について認
知症地域支援推進員との連携会議等を通じ検討していくこと
とする。またオレンジカフェについても、周知方法や名称を工
夫するなどして多くの当事者とその家族に参加してもらえるよ
うな取り組みを検討する。
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